
 

 

令和４年７月 

市長定例記者会見次第 

 

 

１． 日 時：令和４年７月 20日（水） 14:00 ～（約１時間） 

 

２． 場 所：第一本庁舎４階 403会議室 

 

３． 出席者：市長、関係局長ほか 

 

４． 案 件  

（１）「10年後の金沢を考えるシンポジウム」の開催について     （資料番号１） 

 

（２）音楽振興事業の開始について                 （資料番号２） 

 

（３）全国学生大茶会 2022の開催について              （資料番号３） 

 

（４）「木の文化都市・金沢 市民シンポジウム 2022」の開催について 

  ～ 身近な木の文化について学ぼう ～              （資料番号４） 

 

（５）金沢市泉野福祉健康センターの移転開館について       （資料番号５） 



 

 

市長定例記者会見資料 

「10年後の金沢を考えるシンポジウム」の開催について 

 

金沢市では、人口減少・少子高齢社会の進展をはじめ、新型コロナウイルスの感染拡大

による人々の生活、行動、価値観の変容や、情報通信技術の急速な発展など、市政を取り

巻く環境の変化を踏まえ、明年度中にも、概ね 10 年後に目標年次とする新たな都市像を

策定すべく、今年度は市民や多様な主体から、今後のまちづくりに関する意見を幅広く

聴取していくこととしています。 

取組のキックオフとして、市長自らの考えを市民の皆さまにお伝えするとともに、文

化芸術がまちづくりに果たす役割などについて考えるシンポジウムを開催します。 

 

                 記 

 

１．日 時  令和４年８月５日（金） 18:30～21:00（18:00 開場） 

 

２．会 場  金沢市アートホール（本町２丁目 15番地１号） 

     

３．構 成  【第１部】市長講演 「親和力で奏でる金沢」 

村山   卓   市長 

       【第２部】基調講演 「文化によるまちづくり」 

  湯浅 真奈美 氏 

               （ブリティッシュ・カウンシル 東アジア地域アーツ部門ディレクター） 

       【第３部】トークセッション 「文化でつなぐ金沢の未来」 

  パネリスト 

林田 堅太郎 氏（私設現代アート美術館「KAMU kanazawa」館長） 

宮永  春香 氏（美術家、金沢美術工芸大学准教授）  

湯浅 真奈美 氏 

              村山    卓   市長 

 コーディネーター  

大場  吉美  氏（金沢学院大学名誉教授） 

 

４．定 員  ２８０名（申込み順） 

 

５．その他  当日の様子は、市公式 YouTube チャンネルで配信予定 

令和４年７月 20日 

企画調整課  

℡：220-2031 



村山 卓氏、湯浅 真奈美氏は
引き続きご登壇いただきます
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親和力で
　奏でる金沢

金沢市長 村山 卓

文化による
　まちづくり

新たな都市像の策定に向けて、

市長自らの考えを皆さまにお伝えするとともに、

文化芸術がまちづくりに果たす役割などについて、

市民の皆さまと考えます。

※視聴に伴う通信費は
ご負担ください

事前
申込要

入場
無料

湯浅 真奈美

ブリティッシュ・カウンシル
東アジア地域 アーツ部門ディレクター

林田 堅太郎

私設現代アート美術館
「KAMU kanazawa」 館長 

宮永 春香

美術家、
金沢美術工芸大学 准教授 

大場 吉美

〈 コーディネーター 〉
金沢学院大学 名誉教授

お申込み・お問合せは裏面へ

金沢市本町2丁目15番1号 ポルテ金沢6Ｆ

金沢市アートホール

令和4年8月5日（金）
18:30 ～ 21:00（18:00開場）

日 時

会 場

トークセッション

市長講演

基調講演

配信予定!

金沢市公式

YouTubeチャンネル

当日の模様は、

でも

定員280名（申込み順）

車いす席（６席）手話通訳あり

After 10 Years
Kanazawa



10年後の金沢を考える
シンポジウム

21:00 閉 会

18:00 開 場

私設現代アート美術館 
「KAMU kanazawa」 館長

20:00【第3部】 トークセッション

文化でつなぐ金沢の未来

コーディネーター

大場　吉美 氏  金沢学院大学 名誉教授

村山　　卓  金沢市長

湯浅真奈美 氏

宮永　春香 氏  美術家、金沢美術工芸大学 准教授

林田堅太郎 氏　

パネリスト

18:30

村山　 卓  金沢市長 

【第1部】 市長講演

親和力で奏でる金沢

19:00

湯浅真奈美 氏
ブリティッシュ・カウンシル 
東アジア地域 アーツ部門ディレクター

【第2部】 基調講演

文化によるまちづくり

電話 076-220-2031
e-mail kikaku@city.kanazawa.lg.jp

金沢市役所 都市政策局 企画調整課

主催／金沢市

お 問 合 せ 先

参加申込フォームまたは、電話、FAXでお申込み下さい。

ＦＡＸ 076-291-2531 お申込書に必要事項を
ご記入の上、送信下さい。

電 話 076-291-2725 
　   090-3885-9534

 

お 申 込 み

URL
https://forms.gle/iGKM4USy1U1j9V8t7

参加申込フォーム

お 申 込 書（ F A X 用 ）

お名前 ご所属（企業・団体等）

ご住所 〒

電話番号 メールアドレス

大学卒業後、国際産業見本市主催会社、映画配給会

社を経て、1995年、英国の公的な文化交流機関で

あるブリティッシュ・カウンシルのアーツチームに所

属。2005年よりアーツ部長として、日英の文化機関、

政府、行政などと連携し、日英間の文化関係者の交

流、協働を推進している。2021年５月に、東アジア地

域アーツ部門ディレクターに就任、アジア14か国の

ブリティッシュ・カウンシルのアーツチームを統括し

ている。文化庁文化審議会文化政策部会委員、文部

科学省政策評価に関する有識者会議委員。

湯浅真奈美
ブリティッシュ・カウンシル
東アジア地域 アーツ部門ディレクター

基調講演 登壇者 プロフィール

金沢美術工芸大学卒業後、デザイナーとして、平面

から空間演出まで多彩な表現活動を展開し、デザイ

ンの振興発展に貢献。金沢市民芸術村の創設に尽力

するほか、数多くのプロデュースや企画デザインを

担当するとともに、海外で石川グラフィックデザイン

展をコーディネートするなどデザインの啓発活動に

も力を注いでいる。また、金沢学院大学教授として、

多年にわたり後進の指導育成に尽力するとともに、

洋画家・造形家として、現在も一陽展を中心に創造活

動を続けている。

大場　吉美 金沢学院大学 名誉教授

トークセッション コーディネーター プロフィール

トークセッション パネリスト プロフィール

1987年生まれ、KIDIPARSONSでプロダクトデザイ

ンを学ぶ。製品開発、デジタルマーケティングなどの

仕事を経て独立し、プロューサー、プロジェクトマネー

ジメントなどの立場から様々なプロジェクトに関わる。

2020年、  私 設 現 代 ア ー ト 美 術 館  「 K A M U  

kanazawa」（カム カナザワ）を設立。中核となる施

設〈KAMU Center〉を含め複数カ所、徒歩圏に展示

スペースを点在させアートと街巡りを楽しめる増殖す

る美術館の形態を実現させる。レアンドロ・エルリッヒ

の作品《INFINITE STAIRCASE》や、写真家・森山大

道を代表するモチーフの一つである唇で埋め尽くさ

れた空間作品《LipBar》をはじめ、世界的に注目を集

めるアーティストの作品を街中に出現させている。

林田堅太郎 私設現代アート美術館 「KAMU kanazawa」 館長

金沢美術工芸大学にて芸術博士取得後、金沢美術工

芸大学工芸科で講師を経て准教授を務め、金沢を拠

点に活動を行う。やきものの素材やプロセスへの考

察を起点とした様々な表現の可能性を追求する。愛

知県美術館での個展をはじめ、黒部市美術館での「こ

の世界で生きる、日々のかたち」等様々な展覧会に

出品し活躍の場を広げている。

宮永　春香 美術家、金沢美術工芸大学 准教授

（株）ホクスイ 「10年後の金沢を考えるシンポジウム」係



                      令和４年７月２０日 

                          文化政策課 TEL 220-2442 

市長定例記者会見資料 

音楽振興事業の開始について 

 

１．ランチタイムコンサートの開催 

  第二本庁舎エントランスホールで毎月第４金曜日（原則）に 

多様なアーティストによる演奏会を開催し、市民が気軽に音楽に触れる機会を提供 

   ７月 22 日（金）12:20～12:50 

   出演：根来かなう、山田周（ヴァイオリン）、相良容子（ピアノ） 

 

２．金沢ジャズアカデミーの開講 

ジャズの裾野を拡げるため、初心者から経験者まで幅広い人材の育成等に向けて、 

通年型プログラムを実施 

（１）ジュニア・スタートコース 

 次代を担う子供たちにジャズを通して音楽演奏に親しむきっかけづくりを行う 

ため、無料の楽器体験会を開催し、希望者によるバンドを結成。 

２月のステージ演奏をめざす 

   ・無料楽器体験会の開催 

小中学生の初心者や未経験者を対象とし、ジャズの演奏や面白さを体感して 

もらうための無料体験会を計４回開催 

日程：①8/6（土）②8/27（土）③9/3（土）④9/24（土）10:00～11:30 

    会場：金沢市民芸術村ミュージック工房 

  （２）ユースステップアップコース 

  ジャズ音楽における楽器演奏のスキルアップやジャズ理論への理解を深める 

ことを目的としたレッスンを実施 

期間：令和４年８月 23 日（火）～令和５年３月 28 日（火） 

会場：金沢市俵芸術交流スタジオ 

講師：マールテン・ウェイレル氏（ベルギー ゲント王立音楽院教授）ほか 

    定員：50 名程度（小学校高学年から 30 歳まで） 

内容：３日間集中型レッスンとオンラインによる８ヶ月間にわたる育成コース 

・サマーキャンプ   ８月 23 日（火）～25 日（木） 

・オンラインレッスン ９月～２月  

・スプリングキャンプ ３月 26 日（日）～28 日（火） 

 

 



３．金沢アカペラ・タウン２０２２の開催 

   ３年ぶりに学生が主体となったアカペラの祭典を開催（11 回目） 

    日 程：令和４年８月 20 日（土）、21 日（日） 

     

（１）ストリートステージ 

    日 程：８月 20 日（土）11:00～18:30 

21 日（日）11:00～16:30 

会 場：金沢市中心部の５会場 

香林坊アトリオ広場、 

片町きらら広場、竪町広場 

金沢市役所庁舎前広場、 

金沢学生のまち市民交流館 

    出場者：アマチュアグループ 約 110 グループ 約 600 名 

        ゲストプロアーティスト ２組 

（２）アカペラ・コンクール 

ファイナルステージ出場をかけたコンクールを開催 

日 程：８月 20 日（土）17:30～20:30 

会 場：石川県文教会館 

出場者：アマチュアグループ ８グループ 

       ゲストプロアーティスト １組 

（３）ファイナルステージ 

コンクール入賞及び選抜されたアマチュアグループと 

ゲストプロアーティストによるライブを開催 

日 程：８月 21 日（日）17:00～20:00 

会 場：しいのき緑地特設ステージ 

    出場者：アマチュアグループ ６グループ 

        （コンクール入賞２グループ、事前審査による選抜４グループ） 

        ゲストプロアーティスト ２組 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                        令和４年７月２０日 

                          文化政策課 TEL 220-2442 

市長定例記者会見資料 

全国学生大茶会２０２２の開催について 

 

１．全国学生大茶会２０２２（金沢開催） 

（１）概要 「茶の湯のまち・金沢」で、本市の茶の湯文化や茶室の魅力を広く発信 

するため、３年ぶりに全国の大学茶道部による大茶会を開催 

（２）日程 ８月 27 日（土）・28 日（日） 

１席目 10:00 ２席目 11:00 ３席目 12:30 ４席目 13:30 5 席目 14:30 

※１～４席目までは一般向け、５席目は学生交流 

（３）参加大学及び会場 

・全国 14 都道府県から 24 大学、226 名が参加を予定 

札幌国際大学、東海大学（札幌校舎）、北海道大学、東北大学、山形大学、 

慶應義塾大学、国際基督教大学、大正大学、東京大学、横浜市立大学、 

新潟大学、山梨大学、静岡大学、名古屋大学、京都府立大学、同志社大学、 

同志社女子大学、平安女学院大学、帝塚山大学、九州大学、長崎大学、 

金沢大学、金沢学院大学、金沢美術工芸大学 

・旧中村邸、耕雲庵、松涛庵、旧園邸、旧高峰家、松声庵、閑清庵、時雨亭、 

玉泉庵、しいのき迎賓館（立礼席）の 10 会場 

・１席 30 分程度、茶券 500 円（８月２日より予約受付）、約 1,400 名が参加 

 

２．全国学生大茶会２０２２・リレー茶会（オンライン開催） 

（１）概要 バトンに見立てた茶道具を全国の大学茶道部間でつなぎ、大学ごとに 

自由に茶会を開催するとともに、その様子を公式ＳＮＳで発信 

（２）期間 ８月 27 日（土）～12 月 10 日（土） 

（３）参加大学 

・全国９都府県から 14 大学が参加を予定 

埼玉大学、昭和女子大学、法政大学、東京都立大学、新潟国際情報大学、 

富山大学、龍谷大学、京都大学、奈良教育大学、鳥取大学、佐賀大学、 

金沢大学、金沢学院大学、金沢美術工芸大学 

・３ルートをリレー形式でつなぎ開催 

  ・スタート茶会：金沢開催の全国学生大茶会、ゴール茶会：旧中村邸で開催を予定 



 

 
 

 
市長定例記者会見資料 

 
「木の文化都市・金沢 市民シンポジウム 2022」の開催について 

～ 身近な木の文化について学ぼう ～ 

 
本市では、緑豊かな自然環境の中、建築や工芸品など木の質感を醸し出すものを幅広く 

生活に取り入れ、まちなみや暮らしを形成してきました。本年４月には「金沢市における 

木の文化都市の継承と創出の推進に関する条例」を施行し、市民、事業者、市が協力して、 

これまで蓄積された「木の文化」を継承・発展させ、品格と魅力のあるまちづくりに取り 

組むこととしています。 

今回のシンポジウムは、生活の中に息づく様々な「木の文化」に触れ、木を活かした 

まちづくりについて考える機会とします。 

 

記 

 

１．日  時  令和４年７月 23 日（土） 13:00～16:00（12:30 開場） 

 

２．会  場  金沢東急ホテル ５階 ボールルーム 

 

３．定  員  100 名程度（入場無料） 

 

４．内  容 （１）基調講演 

テーマ 「木のあるまちとくらしをつくりつづけるために」 

講 師  安田 哲也 氏（NPO 法人サウンドウッズ 代表理事） 

 

        （２）パネルディスカッション 

テーマ 「くらしの中の“木の文化”について考える」 

           ファシリテーター 水野 一郎 氏（谷口吉郎・吉生記念金沢建築館 館長） 

パネリスト  安田 哲也 氏（NPO 法人サウンドウッズ 代表理事） 

                  岩本 歩弓 氏（金沢桐工芸 岩本清商店） 

           吉見  聡 氏（有限会社吉見建築士事務所 代表取締役） 

 

 

※当日の模様は金沢市 YouTube チャンネルでも配信予定です。 

令和４年７月 20日 

都市計画課 TEL 220-2350 



 
 

 

 

市長定例記者会見資料 

 

金沢市泉野福祉健康センターの移転開館について 

 

令和２年 10 月から移転工事を進めてきました金沢市泉野福祉健康センターについて、

令和４年８月 1日（月）より新センターにおいて業務を開始することとなりました。 

  

１．所在地 

   金沢市泉が丘１丁目２番 22 号（旧泉が丘おあしす広場跡地） 

     ※ 電話・ＦＡＸ番号については変更ありません。  

    

２．開庁時間（祝日、年末年始は除く） 

・福祉健康センター・市民センター窓口 

月曜日～金曜日 午前８時 30 分～午後５時 15 分 

   ・泉野こども広場 

月曜日～土曜日 午前 10 時～午後４時（正午～午後 1時を除く） 

     ・健康スタジオ・交流活動室・栄養実習室（介護予防エリア） 

月曜日～金曜日 午前９時～午後５時、土曜日 午前 10 時～午後４時                   

        

※ 介護予防エリアでは、フレイル予防など各種介護予防講座等を実施するほか、 

健康づくりを目的としている市民団体等に対して、無料で開放することとします。 

 

３．竣工式 

   令和４年７月 24 日（日）午前 11 時     

   金沢市泉野福祉健康センター ２階ホール（泉が丘１丁目２番 22 号） 

    ※ 同日午後２時から、一般の市民を対象とした内覧会を実施（予約不要） 

 

４．オープニングイベントについて 

   オープニングイベントとして、健康スタジオ等においてフレイル予防祭りを開催 

    【日時】８月３日（水）午前 9時 30 分～12 時 30 分 

   【内容】筋力向上運動、脳活プログラムなどのフレイル予防活動体験、 

栄養・口腔に関する専門職による相談会の開催       など 

令和４年７月 20 日 

健康政策課  

TEL 220-2230 


